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論文内容要旨
 【研究目的】
 宮城県及び長崎県における県民の中耳真珠腫新鮮例(初回手術例)を調査し,その症例数から,
 日本における年間真珠腫発症頻度を推定することを目的とした。
 【対象および方法】
 真珠腫手術例の調査はまず宮城県において1993年,1994年の2年間に宮城県内の全耳鼻咽喉
 科医へのアンケート調査にて行った。
 はじめに期間内の宮城県民の真珠腫初回手術症例の有無を調査したのち,手術症例の氏名,性
 別,年齢,居住地,真珠腫型,対側耳の状態,中耳炎の既往について調査した。この結果をふま
 え,1996年,長崎県において,同様の調査を行い両者を比較検討した。
 【結果】
 1993年,1994年の2年間に宮城県で施行された中耳真珠腫初回手術症例は190例199耳であ
 り,これを人口10万人あたりになおすと,年間4.1人/10万人となった。これに県外への紹介3
 症例を加えると全体としての真珠腫年間発症率は4.2/10万人となった。
 これに対し,長崎県では1996年1年間に61例62耳の真珠腫初回手術が施行され,人口当た
 りの真珠腫年間発症率は4.0/10万人と算出された。宮城県と長崎県の発症率はほぼ等しく,統
 計学的にも有意差は認められなかった(カイ2乗検定)。
 宮城県内施設にて手術を受けた190症例の年齢分布は2歳～70歳(平均37歳)で,性別は男
 性l16例(6Ll%),女性74例(38.9%)と男性の方が多かったが,症例を15歳未満の小児例と
 !5歳以上の成人例に分けるとさらにこの傾向が明確となり,小児例では,有意に男児の割合が
 高い結果であった(カイ2乗検定,p<0.005)。長崎県の61症例の内訳は男性34例(55.7%),
 女性27例(44.3%)で,年齢分布は5歳から84歳(平均41.7歳)であった。
 年齢別人口あたり症例数は,宮城県,長崎県とも10歳未満でやや多いものの,10代から20
 代で少なくなり,30代から増加し,50代でピークを示した。
 以下の項目に関しては,宮城県内施設にて手術を受けた190症例について解析した。
 症例の居住地分布では,症例はほぼ全県にわたっており,人口が少なく医療機関(耳鼻科医)
 が存在しない地区に発症が多いということはなかった。
 症例の真珠腫の型別分類では,弛緩部型が199耳中138耳(69.3%)と最も多く,次いで緊張
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 部型32耳(16・0%)弛緩部と緊張部両方のもの2耳(1.0%),先天性10耳(5、0%)であった。
 真珠腫型と対側耳の関係では弛緩部型と緊張部型では半数以上に対側耳にも異常所見が認められ
 た。
 小学生以下の時期における中耳炎既往の有無について検討したところ,緊張部型は34耳中23
 耳(67.6%)に幼小児期の中耳炎の既往があり,これが不明のものでも,多くは手術前に長期間
 耳漏を繰り返していた症例であった。弛緩部型では中耳炎の既往は140耳中58耳(4!%)であっ
 た。
 【考察】
 中耳真珠腫の発症原因は未だ完全には解明されていない。また,その成因を知るために不可欠
 であるにもかかわらず,真珠腫そのものに関する疫学調査も,特定の先住民族以外にはほとんど
 行われておらず,わが国でも過去に詳細な疫学的調査は行われていない。
 今回,真珠腫の治療の原則が手術であることをふまえ,県民の真珠腫手術件数より真珠腫発症
 頻度を推定するため,我が国の中で北と南に位置し,気候や地理的条件が大きく異なっている宮
 城県と長崎県を選定した。両者の真珠腫発症頻度が人口10万人あたり4.2人,4.0人とほぼ等し
 くなったことは,この結果がある地域に限定されたものではなく,年間手術件数から推測した日
 本における真珠腫発症頻度そのものを示していると考えられ,日本人における真珠腫発症率の概
 数をはじめて示し得た意義があるものと思われる。
 このほか,今回の結果からは,症例の分布と医療環境のあいだには一定の傾向は認められなかっ
 た。また,①症例の年齢分布から小児の症例は成人に比較して有意に男性の割合が高いこと。
 ②先天性真珠腫は小児で発見されるものが多く,全体の5%を占めること。③症例の大部分で
 ある後天性真珠腫は,対側耳の状態,中耳炎既往などより,小児期の中耳炎が発症に関連してい
 る可能性があること。以上の点は,これまでの諸家の報告を裏付ける結果となった。
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 審査結果の要旨
 高橋論文では,日本人における中耳真珠腫の発症頻度に関する疫学的調査結果を報告し,宮城
 県と長崎県の調査結果が,ほぼ4.0/10万人と一致したことから,これが現時点における日本人
 の真珠腫発症頻度であることを初めて明らかにした。
 従来,この種の疫学研究は,多くの障害を伴うために敬遠されがちであったが,今回の研究で
 は,両県の耳鼻咽喉科医全員の協力を得てアンケート調査を行い,各医療機関における真珠腫の
 初回手術施行例を集積することによって割り出す方法が取られた。さらに,両県民の中で,県外
 の病院で真珠腫の手術を受けている可能性を考慮して,首都圏並びに近隣の大学病院への調査も
 あわせて行った。耳鼻咽喉科医へのアンケート回収率は,両県ともに100%であった。
 1993,94年の2年間に宮城県内で施行された真珠腫初回手術症例は190例199耳であり,県
 外への紹介がはっきりした3症例を加えると,4.2/10万人となった。一方,長崎県では,同様
 の調査により4.0/10万人と算出され,気候風土の異なる南北の両地域における真珠腫発症頻度
 はほぼ等しいことが明らかになった。
 本論文では,以上の結果に加えて,
 1先天性真珠腫症例が5.0%含まれていたこと。
 2小児真珠腫では有意に男児に多いこと。
 3真珠腫の病型では,弛緩部型が最も多いこと。
 などを報告し,それぞれに考察を加えている。日本における,この様な真珠腫疫学研究は前例が
 無く,今回の研究報告が初めてのものであることを考慮すると,本論文の意義は極めて高く,今
 後の真珠腫臨床に対して貴重な貢献を行ったものと確信する。
 従って,本論文は,博士論文としての水準を満たしており,学位に値するものと判定する。
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